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研究要旨 

 本事業で集学的慢性痛診療チームの構築活動を行った。東北地区の活動として講演会 3 回、

研修会 4 回行った。慢性疼痛診療施設間で施設訪問を行い、意見交換を行った。 

 

Ａ．研究目的 
連携施設間で施設訪問を行い、見学・カン

ファランスに参加することにより、情報共
有・施設間の連携体制の構築を目指す。 
 
Ｂ．研究方法 
星総合病院慢性疼痛センターの施設、外来

診療、理学療法、カンファレンスを見学。 
 
Ｃ．研究結果 
2020年1月24日、ＪＣＨＯ仙台病院の医

師1名、看護師4名、理学療法士3名の計8
名で星総合病院慢性疼痛センターを訪問し
た。 
多職種の能力を最大限に引き出して行う実

際のチーム医療を見学した。看護師は患者が
痛みに固執しないような対応を心掛け、心理
的にきつくなる夕方から夜にじっくり話を聴
くことをルーチンにしている点、薬剤師が鎮
痛薬の種類と効果、極量を含めた情報を講義
形式で提供している点が印象的であった。 
 

Ｄ．考察 
今回得られた新しい知見を基に、器質的疾

患、機能的疾患の追及と、理学療法士の工夫
を強化しながら、看護師の対応の仕方、ペイ
ンクリニック医師や薬剤師による薬の講義、
医療者のケアもできる臨床心理士の導入など
を導入していきたい。 
 
Ｅ．結論 
今後の集学的慢性痛診療チームの構築に大

いに参考になった。 

Ｆ．健康危険情報 
総括研究報告書にまとめて記載 
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